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軽自動車税の納期は4月30日まで。お早く納めて下さい。
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少年非行を防ごう

昨年、福岡県における少年非行は戦後最高を記

録しました。そのうち78．3％（8，351人）が万引

き、自転車・オートバイ盗などで補導されていま

す。自分の子供だけでなく、ひとの子供に対して

も非行に走らないよう注意しあいましょう。

○自転車から離れるときは、チョットの間でもめ

んどうがらずに必ずカギをかけましょう。

＿′一〇自転車・オートバイの車体に住所・氏名をほっ
、°

きり書いておきましょう。

○防犯登録を受けておきましょう（どこの販売店

でも、スーパーでも登録ができます。）

○夜間は路上や軒下などに置き放しにせず、

屋内や車庫に入れましょう。

暴力犯罪をなくそう

万　引　き：

○善意のけじめ、がまんをする心をしつけましょ

う。

○持ち物に不審な物がないか確かめましょう。

○友だちや行動に気を配りましょう。

○スーパーなどへ子供だけで行かせないようにし

ましょう。

○不審な少年には「愛のひと声」をかけましょう

暴力は平和な社会生活を破壊する憎むべき犯罪です

次のことに注意しましょう

暴力団は、職業的暴力犯罪者集団であり、一般

の人の日常生活に著しい不安と害悪を与えており

ます。も仁侠、を口にし、正義を装っても、その

裏では覚せい剤の密売、と博、交通事故示談や倒

産会社の整理に名を借りた恐喝、みかじめ料の要

求など意のかざりをつくし、法秩序を無視する無

法集団なのです。次のことに注意をし、明るい社

会をつくりましょう。

○暴力による被害を受けたときや暴力犯罪の発生

を知ったときは泣き寝入りや知らぬふりをせず

警察へ届けましょう。

○暴力団に交通事故の示談や債権の取り立てを頼
まないようにしましょう。

党せい剤を追放し　よ　う

最近、覚せい剤による犯罪や中毒者が増え、中毒者による動機の

ない衝動殺人が多く発生し、大きな社会問題になっています。警察

でも、この覚せい剤禍を早期に絶滅させるため厳しい取締りを行っ

ていますが、なんといっても覚せい剤を追放するためには、みなさ

ん一人ひとりの協力が大きな力となります。党せい剤に関して悩み

や困りごとをお持ちの方や、覚せい剤につながることで聞いたり、

知ったりしたときはすぐ警察に知らせましよう。

四
月
二
十
一
日
が
ら
四
月
三
十
日
ま

で
春
の
防
犯
運
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

春
は
人
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
犯
罪

や
事
故
も
多
く
な
り
ま
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
明
る

い
可
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

被害の実態（乗り物盗）
◇　昭和56年度中　折尾警察所管内では

車上ねらい　　272件

ガソリン盗　　120件

部品　盗　　　152件

が発生しています。

◇　盗まれる時間は主に　　深　夜（23時－6時）

昼　間（10時～17時）

◇　盗まれた場所は　　　盛り場駐車場・団地内駐車場・駅

周辺駐車場などです。

も川　を・き　れ　い　にキ　　4　月　は　河川美化月　間で　す。
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健やかな子供の
成長を願って＿＿＿

か：を：長：こ：供：や：建：福：を：五
〇：考：を：の：に：か：設：祉：ス：月
：え：日：季：と：な：の：過；タ：五
：て：指：節：つ：成：た：同日：日
：みｉＬｉに：てｉ長：め：で：ト：（

水
）
の
「
こ
ど
も
の
日
」

と
す
る
一
週
間
は
児
童

す
。
活
力
あ
る
社
会
の

に
は
、
子
供
た
ち
の
健

こ
そ
が
肝
心
で
す
。
子

「
厳
し
い
子
供
た
ち
の
将
来

子
供
の
減
少
と
環
境
の
変
化

よ：て：、：も
う：、：健：最

も
気
持
ち
の
良
い

や
か
な
子
供
の
成

皆
で
子
供
の
問
題

で

は
あ
り
ま
せ
ん

子
供
の
教
は
出
生
率
の
低
下
傾
向

の
た
め
、
今
後
ま
す
ま
す
減
少
し
て

い
き
ま
す
。

人
口
千
人
当
た
り
の
出
生
数
は
、

ひ
の
え
う
ま
の
昭
和
四
十
一
年
に
一

三
・
七
人
で
、
そ
の
前
後
の
年
に
比

べ
急
激
に
減
り
ま
し
た
が
、
最
近
は

そ
れ
を
も
下
回
る
水
準
に
な
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
五
年
は
一
三
・
六

人
、
昭
和
五
十
六
年
は
一
三
・
〇
人

と
い
っ
た
よ
う
な
低
い
水
準
で
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
当
分
続
く
た

め
、
子
供
の
数
は
左
表
の
と
お
り
全

年齢別児童人 口の推移

年次

区 分

昭和

55年 60年 65年

0 歳 ～ 6 歳 11 ，517，0 00
人

9，56 7，00 0 8 ，87 4，00 0

（未就 学 児童 ） （100） （83） （77）

18歳 未満 の 32・62 5，00尖 31 ，39 9，000 2 8 ，529 ，00 0

全 児童 （100） （96） （87 ）

く注〉（）内は昭和55年を100とした場合の指教。
昭和55年国勢調査、昭和6時以降は人口聞垣研顆斤の昭和5昨推計0

体
と
し
て
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

子
供
は
、
将
来
の
日
本
の
社
会
を

支
え
て
い
く
わ
け
で
、
こ
の
子
供
た

ち
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
、
将
来
の

社
会
の
仕
組
み
に
も
大
き
な
影
響
が

出
て
く
る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ｂ

子
供
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
、
全

く
子
供
に
責
任
の
な
い
こ
と
で
す
が
、

人
口
構
造
の
上
か
ら
は
、
現
在
の
子

供
た
ち
ｌ
二
と
つ
て
将
未
は
厳
し
い
社

会
に
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ま
た
、
子
供
の
遊
び
仲
間
も
少
な

く
な
る
わ
け
で
、
以
前
と
比
べ
る
と
、

人
間
関
係
の
上
で
は
縮
小
さ
れ
た

規
模
の
中
で
子
供
が
育
つ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
半
面
、
テ
レ

ビ
な
ど
に
よ
る
情
報
環
項
が
ま
す
ま

す
変
わ
っ
で
い
く
わ
け
で
す
が
、
こ

れ
も
以
前
と
は
異
な
っ
た
条
件
を
子

供
の
成
長
に
与
え
て
い
く
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｊ
■

2

ナ

ナ

ー

今
後
の
取
り
組
み
方

世
紀
へ
の
社
会
つ
く
り
は

大
人
の
責
任

子
供
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
た

め
、
行
政
の
面
で
は
、
母
子
保
健
、

保
育
、
健
全
育
成
な
ど
の
対
策
を
一

層
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
亭
フ
ま
で
も
な
く
、

子
供
の
問
題
は
行
政
の
み
な
ら
ず
、

各
家
庭
、
地
域
社
会
、
社
会
全
体
の

課
題
で
あ
り
∴
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

子
供
は
、
社
会
的
な
発
言
の
場
を

持
た
な
い
の
で
す
か
ら
、
二
十
一
件

紀
に
向
け
て
活
力
あ
る
福
祉
社
会
を

建
設
し
て
後
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、

現
代
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
大
人
の

責
任
で
す
。
児
童
福
祉
週
間
を
迎
え

て
、
皆
で
子
供
の
問
題
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
0

：毎・日が防火デ丁ですぼく・の家
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∵
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言
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用
「
　
　
　
　
∵
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（
児
童
手
当
）
所
得
オ
ー
バ
ー
の
方
に
も

特

例

給

付

を

し

ま

す

行
革
関
連
特
例
法
に
よ
り
、
今
ま
で

所
得
オ
ー
バ
ー
等
に
よ
り
児
童
手
当
が

支
給
き
れ
な
か
っ
た
人
に
特
別
給
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
さ
れ
る
の
は
．
会
社
等
に
勤
務

し
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
、
い
わ

ゆ
る
被
用
者
の
方
で
一
定
の
所
得
未
満

の
万
で
す
。
一
般
事
業
主
か
ら
徴
収
す

る
拠
出
金
を
も
っ
て
「
特
別
給
付
」
と

し
て
昭
和
5
7
年
6
月
か
ら
昭
和
6
0
年
5

月
ま
で
の
間
に
限
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
万
は
、
役
場
社
会
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
は
5

月
ｌ
日
よ
り
行
な
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
社
会
課
（
晋

2

0

1

・

4

3

2

1

）

　

へ

お

問

合

せ

く

だ
さ
い
。

※
参
考
　
昭
和
5
7
年
度
に
お
け
る
所

得
制
限
額
は
、
扶
養
親
族
等
5
人
の
場

合
で
、
収
入
ベ
ー
ス
3
9
1
万
円
以
上

5
6
0
万
円
未
満
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

身

備

障

害

者

の

方

へ

自
動
車
運
転
免
許
取
得
申
込
み

▽
対
象
者
　
身
障
手
帳
所
持
者
で
1
8
歳
　
　
会
謀
民
生
係
へ

以
上
の
者
へ
た
だ
し
、
心
臓
機
能
障
　
▽
必
要
書
類
　
申
込
書
（
民
生
係
で
覿

害
者
を
除
く
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
）
、
住
民
票
抄
本
（
本
人
の
分
〕

▽
受
付
け
　
5
月
8
日
ま
で
に
役
場
社
　
内
部
障
害
者
は
医
師
の
意
見
書

身
体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
巡
回
相
談

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
5
月
1
9
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

。
巡
回
相
談
予
約
受
付

当
日
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、
相
談
予

約
を
次
の
と
お
り
し
ま
す
。
巡
回
相
談

を
受
け
る
万
は
、
必
ず
予
約
を
し
て
下

さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
1
0
日

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

▽
場
所
　
役
場
東
別
館

▽
持
っ
て
来
る
物

手
帳
、
印
鑑
、
写
真
2
枚

西
別
館
、
第
3
課
は
農
業
団
地
セ

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
せ

ん
と
、
万
一
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
、
ご
主
人
を
亡
く
し

た
り
し
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
、

障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
老
齢
年
金
さ
え

も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、
強
制
加
入
の
方
で
、
も
し
生

活
が
苦
し
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難

な
場
合
は
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
申
請
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
免
除
期
間
中
も
国
民
年
金
の

受
給
権
利
は
そ
の
ま
ま
保
障
さ
れ
ま
す

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

▽

日

時

　

5

月

1

0

日

5

月

2

4

日

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

※
注
意
事
項

ン
タ
ｔ
へ
農
協
横
）

年
前
1
0
時
　
▽
対
象
初
産
婦

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後

1
0
日
座
っ
て
い
る
こ
と
。

◎
印
鑑
持
参
の
こ
と
。

㊥
時
間
厳
守
の
こ
と
。

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
5
月
1
0
日
　
第
1
課

5
月
1
7
日
　
第
2
課

5
月
2
4
日
　
第
3
課

い
ず
れ
も
、
1
3
時
～
1
5
時
3
0
分
ま
で

▽
場
所
　
第
1
課
と
第
2
課
は
役
場

時
に
説
明
し
ま
す
。

老

　

人

　

検

　

診

▽

日

時

　

5

月

1

1

日

5

月

1

4

日

午
前
1
0
時
～

年
前
1
1
時

▽
場
所
机
山
荘

▽
対
象
6
5
歳
以
上

▽
内
容
検
尿
、
血
圧
測
定
、

個
人
相
談

－
．
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
5
月
7
日
1
3
時
～
1
4
時

予

。

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

※

4

カ

月

鬼

Ｃ

生

後

1

2

0

日

～

1

5

0
日
）
　
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
キ
で

個
人
通
知
を
し
て
お
り
ま
す
。
ハ
ガ

キ
の
届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の

う
え
、
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を

持
参
の
う
え
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
キ
が
も
れ

た
方
は
衛
生
係
へ
連
絡
し
て
下
さ
い

三
種
混
合
予
防
接
種

▽
日
時
　
5
月
1
2
日
（
三
同
日
〕

6
月
2
9
日
（
追
加
日
）

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

注
射
　
1
4
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

国民年金保険料　4月から5♪220円に引き上げられました。
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5月のし尿汲取予定日

1日　頃末（1、3、4、7、8、16区）、猪熊

2日　頃末（1、2、7、10区）、林住宅、吉田

三垣添町住

4日　猪熊

6日　頃末Ｃ22、23区）、吉田ニ6区、吉田三5

区、猪熊、15日まわり（環境整備）、猪熊

7日　頃末（22、24区）、富田ニ（1、2区）、

吉田三（2、5、6区）、猪熊

8日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、15

日まわり（太洋社）、猪熊、新生街（山ノ

ロ団地）、頃未（15、25区）

10日　吉田三緑風園、猪熊、頃末（松栄荘、18区）

11日、頃末（17、19、20、21区）、頃末（5、12、

13区）、頃末（松栄荘）、美富野

12日　頃末（9、10、20、21区、みずまき苑）、

下二、伊左座、立屋敷、頃末（5、12、13

区）、美吉野

13日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場田地）、二、下二、吉田二（1、8区、

川端通り、本村）、美吉野、頃末（6、11、

14区）

14日　吉田二（3、5、6、13、14、15、16区）、

二、頃末（6、11、14区）

15日　吉田二Ｃ3、4、6、7、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田－3区（月夜待）、宮ノ下、

机社宅、古費、新生街

17日　下二町住、二町住、吉田－3区（商店街）、

吉田三車返し、古賀、机

18日、三二町住、吉田団地Ｃ37～43、46－52棟）

19日　吉田田地（19～22、27－36、44～45、53｝

57、94～101棟）、樋口（卯月、申樋口）

20日　吉田団地（1～6、8～10、16～18、23、

60－65、83～85、102－113棟）、猪熊町住

21日　吉田団地Ｃ7、11～15、60－65、76～82、

86－93、72－73、105、108棟）、古賀県住、

15日まわり（環境整備）

22日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、樋口、

15日まわり（太洋社）

24日　二Ｃｌ、2区、野間町住）、吉田二本村、

猪熊

25日　二、伊左座

26日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下

二（4、10区、双葉荘）、樋口赤水

27日　下二（5、6、7区）、伊左座（3、5区）

樋口川端通り

28日　みずほ団地、猪熊

29日　みずほ団地、樋口

▽
受
験
資
格

。
警
察
官
Ａ
、
Ｂ
＝
膚
和
2
9
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
3
9
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子

。
婦
人
肇
察
宮
＝
融
和
3
5
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
3
9
年
4
月
1
日
ま
で
に

警
察
官
採
用
試
験

▽
採
用
予
定
人
員

。
警
察
官
Ａ
（
大
卒
）

。
警
察
官
Ｂ
（
大
卒
以
外
）

。
婦
人
警
察
官

257070

人人人

5

月

1

7

日

　

1

0

時

～

1

5

時

▽
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽

日

時

　

5

月

1

0

日

5

月

2

4

日

1

3

時

～

1

6

時

法
律
人
権

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と

5
月
の

相
談

生
ま
れ
た
女
子

▽
受
付
期
間

4

月

1

2

日

～

5

月

1

1

日

　

8

時

3

0

分
～
1
7
時
（
土
曜
日
は
1
2
時
3
0
分
ま

で
）

▽
申
込
用
紙
の
請
求
先

。
福
岡
県
肇
察
本
部
警
務
課
採
用
係

（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号

）
及
び
折
尾
警
察
署

▽
申
込
先

福
岡
県
警
察
本
部
　
警
務
課
採
用
係

（

魯

0

9

2

・

6

2

2

・

0

7

0

0

又

は

6

4

1

・

4

1

4

1

）

澄
郵
便
に
よ
り
申
込
み
を
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
み
」

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
抽
選
会

7
月
分
（
日
曜
）

▽
日
時
　
5
月
1
0
日
　
午
後
1
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
二
階
会
議
室

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
で
は
、
「
お
か
の
台
県
営
住
宅
」

の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

▽
募
集
戸
数
　
二
種
翼
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
）

▽
申
込
案
内
の
配
布

。

5

月

1

7

日

～

5

月

2

6

日

。
北
九
州
土
木
事
務
所
か
役
場
住
宅

課
で
配
布
し
ま
す
。

二
級
建
築
士
試
験

▽
試
験
日
学
科
試
験
　
　
　
7
月
2
5
日

設
計
製
図
試
験
　
9
月
1
2
日

▽
試
験
場
　
福
岡
大
学
8
・
9
号
館

▽
申
込
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

5
月
1
0
日
か
ら
5
月
1
4
日
ま
で
、

県
庁
7
0
2
号
会
議
室
及
び
北
九
州

土
木
事
務
所
建
築
課

ｑ
受
験
案
内
及
び
申
込
用
紙
の
交
付
は

5
月
4
日
か
ら
北
九
州
土
木
事
務
所
で

交
付
し
ま
す
。

きよ

井上　基世ちゃん
昭和56年7月25日生

（裡勲子）さんの長女

この頃やっとハイハイを覚え

たようで、喜んで家中を這い回

っています。元気で誰にでも好

かれる優しい子に育ってね．〝

（大字二サニ【ニュータウン）

：　ノ■■

こうへい

武田　光乎ちゃん
昭和56年7月13日生

（掌琵）さんの長男

生まれた時は、2，497タ。今　…

では元気に家中所狭しと動き回　…

っています。いつまでも健康に．ｉ

と願っています。

（吉田団地分譲206－5〕毒

し尿汲取業者「太洋社」の事務所が移転。遠賀町大字鬼酵　母093290303331



①
　
（
水
巻
町
誌
か
ら
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
準
備
講
習
会

危
険
物
販
扱
者
試
験

の
石
ｒ
ｊ
体
観
堂

昭．和57年4月25日冊附冊脚Ⅲ酬椰冊冊醐Ⅲ肌用醐

古
賀
と
机
の
境
に
あ
る
多
賀
山
は
頃
末
と
夫
々

三
つ
に
分
け
て
所
有
し
て
い
て
、
こ
の
山
麓
は
字

京
原
と
い
う
地
名
で
こ
れ
は
古
賀
、
机
に
ま
た
が

っ
て
い
る
。
京
原
は
経
原
と
い
わ
れ
、
机
村
の
石

体
観
音
に
ま
つ
わ
る
面
白
い
伝
説
が
あ
る
。
貞
観

元
年
（
八
五
七
）
行
教
と
い
う
高
僧
が
、
そ
の
頃

机
に
あ
っ
た
西
光
寺
（
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
、
寺

の
跡
は
字
後
谷
に
あ
る
）
に
泊
ら
れ
て
い
る
時
、

腑醐

毎
夜
不
思
議
な
こ
と
が
つ
づ
い
た
。
そ
れ
は
山
鳴

り
が
深
夜
に
な
る
と
起
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
村
人

は
不
吉
な
予
感
に
お
び
え
て
こ
の
原
因
に
つ
い
て

よ
り
集
っ
て
は
噂
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

の
で
、
早
速
和
尚
に
こ
の
こ
と
を
持
ち
か
け
る
と

行
数
和
尚
は
気
軽
に
そ
の
正
体
を
つ
き
と
め
る
こ

と
を
承
諾
し
て
、
酋
光
寺
の
住
職
と
深
夜
、
山
鳴

り
の
す
る
経
原
へ
で
か
け
て
い
っ
た
。
草
や
木
を

押
し
わ
け
る
よ
う
に
し
て
山
鳴
り
の
す
る
万
へ
近

づ
い
て
行
く
と
、
い
つ
の
間
に
か
山
鳴
り
の
音
が

観
音
経
を
詞
む
声
に
変
っ
て
い
た
。
二
人
は
な
お

－

　

－

、

、

、

、

、

－

　

－

、

1

1

1

、

－

－

－

　

1

、

、

、

1

1

．

．

－

　

1

1

1

1

1

．

1

－

1

－

1

1

1

1

1

1

　

－

　

－

　

1

1

1

1

1

1

1

　

－

　

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｈ

ｒ

ｔ

ヽ

ヽ

ヽ

．

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

（
机
公
民
館
横
に
あ
り
ま
す
）

も
近
づ
い
て
行
く
う
ち
に
夜
が
明
け
は
じ
め
、
ふ

と
前
方
を
見
る
と
、
非
常
に
形
の
よ
く
整
っ
た
石

柱
が
あ
っ
て
、
全
身
汗
を
か
い
た
よ
う
に
濡
れ
て

い
る
の
で
、
い
よ
い
よ
不
思
議
に
思
っ
て
山
鳴
り

の
原
因
が
こ
の
石
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
こ
の
石

柱
に
丁
寧
に
手
を
合
せ
て
観
音
経
を
読
窮
し
て
山

を
降
り
た
の
で
あ
っ
た
。
不
思
議
に
も
そ
の
夜
か

ら
山
鳴
り
も
稲
妻
も
ぴ
た
り
と
止
っ
て
し
ま
っ

た
。
村
の
人
達
は
そ
れ
か
ら
こ
れ
を
観
音
様
と
し

て
崇
め
祭
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
夜
村
の
片

山
吾
市
と
い
う
人
の
夢
枕
に
立
た
れ
、
里
に
降
り

た
い
と
三
晩
も
同
じ
こ
と
を
く
り
返
し
て
告
げ
ら

れ
た
の
で
、
吾
市
は
そ
の
石
を
背
負
っ
て
帰
り
、

字
田
中
に
守
り
本
尊
と
し
て
安
置
し
た
の
で
あ
っ

た
。
普
通
な
ら
ば
三
人
も
の
力
の
い
る
石
を
、
一

人
で
軽
々
と
背
負
え
た
と
い
う
こ
と
は
不
思
議
で

あ
る
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
何
事

か
の
予
告
に
は
い
つ
も
こ
の
石
体
が
汗
を
か
い
た

よ
う
に
濡
れ
た
の
で
、
村
の
人
達
は
そ
の
度
に
無

事
息
災
を
願
っ
て
、
百
万
遍
の
数
珠
繰
り
を
し
て

難
を
の
が
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
は
今

中
央
四
国
の
〓
ハ
番
の
札
所
と
な
っ
て
い
る
。

1
－
▽
試
験
日
　
5
7
年
6
月
6
日

▽
試
験
種
類
　
乙
種
Ｃ
第
ｌ
、

4
類
）
及
び
丙
種

▽
試
験
地
　
北
九
州
大
学

▽
原
書
受
付
期
間
及
び
場
所

北
九
州
市
消
防
局

2、3

5

月

6

日

～

5

月

7

日

飯
塚
地
区
消
防
本
部
　
5
月
1
0
日

福
岡
県
消
防
防
災
課

5

月

1

3

日

～

5

月

1

4

日

4
月
1
0
日
号
の
2
面
一
般
会
計
予
算

（
暫
定
）
中
、
歳
出
の
主
な
も
の
で
「

失
対
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
費
三
百
十
八

万
八
千
円
」
は
「
机
山
荘
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
購
入
畢
二
百
十
八
万
八
千
円
」
の
誤

り
で
す
。
つ
つ
し
ん
で
訂
正
し
、
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。

※
受
験
願
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
で
交

付
し
て
い
ま
す
。

試
験
準
備
講
習
会

▽
講
習
日
　
5
7
年
5
月
2
8
日

▽
講
習
場
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

▽
受
講
受
付
期
間
及
び
場
所

遠
貿
郡
消
防
本
部
　
4
月
1
9
日
～
5

月
2
7
日

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
部

消
防
本
部
予
防
係
ま
で
（
晋
0
9
3

2
9
．
3
・
1
2
3
1
〕

住

宅

崇

を

開

催

家
を
建
て
た
り
、
購
入
し
よ
う
と
す

る
万
の
た
め
、
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、

公
的
資
金
制
度
や
税
金
、
法
律
問
題
の

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
不
動
産

の
優
良
物
件
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽

期

間

　

4

月

2

8

口

∵

1

5

月

2

日

▽
会
場
　
ダ
イ
エ
ー
福
岡
店
8
倍

⑳
　
行
教
和
尚
（
八
八
七
－
九
六
六
）

備
後
（
今
の
広
島
県
）
に
生
れ
、
大
和
大
安
寺
に

任
し
二
二
輪
と
真
言
の
教
旨
を
修
め
た
。
貞
観
元
年

（
九
一
九
〕
豊
前
宇
佐
八
幡
に
詣
り
帰
っ
て
山
城
に

男
山
神
社
を
た
て
る
。

・
・
・
4
－
・
・
ミ
ト
－
、
・
・
・
・
－
－
蔓
、
－
－
ミ
・
、
－
－
，
、
、
、
，
ｌ
ｌ
、
、
，
、
、
ｌ
1
、
、
、
、
、
－
－
、
、
」

ロ
編
　
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

～お　　礼～
・・香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご
寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたします。
古　賀　故仰木　友男殿　仰木信　男殿
吉田三　故重任　シナ殿　重任　昇殿
古　賀　故杉本キヨノ殿　杉本　茂殿

広報は、見落しがないよう、すみずみまでよくお読み下さい

□
印
　
刷
　
冷
牢
田
印
酎
合


